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チェッコスロバキアの Dr. A. Jedlicka がゴミムシ類 (こ 関する多くの業績を公表して，その研 
巧発展に大きく寄与したことは周知の事実である.しかし残念なことじ，彼が晚年に記載した種 
の中には，疑問に思われるものが少なからず含まれても、り，タイプ標本の再研究が遭まれていた. 
幸いなことじ，筆者らは中條道夫博±(香川大学名誉教授)のご好意で，博±のお、手許に所蔵され 
ている Jedl ぶ KA (1955 ， ’62a ， ’62b) 記載の模式系列の標本を検する機会を得ることができた.す 
でに分類学的処置をされた種もあるが，今回検討することのできた種のすべてじついて写真で全 
おを示し，分類学的事実関係をはっきりとさせてわきたい. 

これらの種の中には，中條博±じ献名されたものもいくつかある力;'，檢討の結果はシノニムと 
して使えなくなる学名が多く残念である.しかし，分類学発展のためじ，'じ、よく標本の検討をわ 
許し下さった中條道夫博±の絶大なご支援に'じ、から感謝の意を表するか第である.また，日ごろ 
文献その他いろいろとご援助をいとだいている黒が良彦博±， h 野俊一博-上，田中和ホ博±，森 
田誠司氏に，この機会!こ厚くわ礼申し上げる. 


Nippononebria chalceola (Bates) ミヤママルクビゴミムシ 

( Fig .1) 

Nebria chalceola Bates, 1883, Trans, ent. Soc. London, 1883: 219 (Hakone, Oyama, Niohozan). 
Nebria (Nippononebria) chalceola: S. Ueno, 1955, Ent. Rev. Japan, 6: 49. 

Nippononebria chalceola: Habu, 1981， Ent. Rev. Japan, 35: 21. 

Agonoamara chujoi Jedlicka, 1962, Niponius,1(15): 2, fig. 2 (Aomori Pref., Aoni) 
Jedlicka (1962) は c/mj’oz •の記載じあたって，新属 <<4が moaTnara を創設したが， Habu (1981) 
は，これがまったく別亜科の属•種ともじ既知の Nippononebria chalceola (Bates) のシノニム 
であることを明らかじした.ん c/m 知!•の原記載には zwei Weibchen とあるが，今回検した para- 
type は 雄であった. 

検ネ見標本：1夕， Aoni, Aomori, Japan (Paratype). 

分布：日本（本州）. 
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Bembidion ( Peryphus) cnemidotum Bates ウスモンミズギワゴミムシ 

(Fig. 2) 

Bembidion cnemidotum Bates, 1883, Trans, ent. Soc. London, 1883: 273 (Sapporo). 
Bembidion (Peryphus) chujoianum Jedlicka, 1962, Niponius, 1 (14): 1 , fig.1 (Aomori Pref., 

Kuzukawa). - Jedlicka, 1965, Ent. Abh.，32:132 [chujoianus{\)], 136. syn. nov. 

Jedlicka (1962) は c/m 知/ GTizm の記載じあたって， Peryphus 亜属中の翅端溝が退化.痕跡 
的でこれによって翅端前孔点と翅端が連っていない，孔点が孤立している グループの ものと して 
771 ! •が//謂と trajectum を比較種じあげているが，なぜか同様の cneT/udofim (こまったく触れてい 
ない.しかし，後の東アジアの Bembidiini の総説 （1967) 中では， cTicTTu’dof 腹と比較して似てい 
ると述べ，複眼側の点刻群，前胸背の形状，雌翅靴の微細印刻などを区別点じあげているが，こ 
れらの持徴は C の ewi/c/of 認の種内でもかなりの変化があって区別点とはなり得ないので， chujoia¬ 
num はやはり cnemidotum のシノニムと考えざるを得ない. 

検視•標本：1キ， Kuzukawa, Aomori Pref., Japan, VI. 58 (Holotype). 

分布：日本（化海道，本州，四国，九州）. 


Allotriopus hoplites Bates クリイロナガゴミムシ 

(Fig. 6) 


Allotriopus hoplites Bates, 1883， Trans, ent. Soc. London, 1883: 266 (Chiuzenji, Oyaya- 
ma). 

Pterostichus (Neohaptoderus) shimoyamai Jedlicka, 1962, Niponius, 1(15): 3, fig. 3 (Aomo¬ 
ri ド ref., Aani). syn. nov. 

Pterostichus hirakai Jedlicka, in litt. (nom. nud.). 

中根 （1979) は， shimoyamai が Neo/ia か oderws 亜属のものではなく， Alloi:riopus 属のものでも 
ろうことを示唆している力ず，今回 shimoyamai の paratypes を検することじよって確かじん hop- 
パ fes と同じものであるとの結論に達した.戶. s/u’woyama! •の原記載には， Aani( Aoni のの誤植)， 
Type drie Stuck, Hiraka-cho 4 S fiick とあるが，記述じない paratypes も存在している.また, 
今回検した paratypes にはすベて Pterostichus hirakai の同定ラベルが付いているので，投稿後 
にでも改名したものと考えられる. 

検ネ晃標本：1ぶ， Hirugaizawa, Aomori, Japan (Paratype); 1み， Hirukaizawa, Hiraka-cho, 
Aomori, Japan (Par け type);1 早， Aoni, Aomori, Japan (Paratype). 

分布：日本体州，九州）， 


Pterostichus ( Adfilosia ) thunbergi Morawitz エゾナガゴミムシ 

(Fig, 4) 

Petrostichus Thunbergi MoRAWiTz, 1862， Me し Biol., 4: 244 (Hakodate). 

Pterostichus (Subg. ?) habui Jed り Ska ， 1962, Niponius,1(14); 3, fig. 3 (Aomori Pref., 
Kwzqk み w み). 

Jedlicka (1962) が記載した habui は、 thunbergi のシニノムであることを Habu (1980) がす 
で(こ報告している.•の原記載{こは Kuzukawa，ein Mannchen とあるだけで， paratype じつ 
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いての記述はない が， 今回検した標本じは， Dr . Jedli6ka の筆じなる paratypus の ラベルが 付さ 
れている. 

検ネ見標本：1ぶ，2竿竿， Hirukaizawa , Hiraka - cho , Aomori , Japan ( Paratypes ). 

分布：日本（北海道，本州の東化部）. 

Pterostichus (Melanin s) chujoiellus J edlicka エクリナカコ；ムン 

(Fig. 3) 

Pterostichus (Melanius) chujoiellus Jedlicka, 1962, Nipponius ,1(14): 2, fig. 2 (Aomori 
Pref ., Hiraka - cho , Kuzukawa ). 

Pterostichus chujoi Jedlicka, in. litt. (nom. nud.) 

原記載では， Mannchen von Hiraka - cho , Weibchen von Kuzukawa となつている力;， holotype , 
paratype ともに雌である.また，タイプ標本には Pferos ^ c/ms c / mj’oz •の同定ラベルだけが付け 
てあるので，も、そらく，校正中にでも戶. （ farahanoe ) c / m 知 Habu , 1959 ( こ気付いてな名した 
ものと思われる. 

検視標本：1早， Kuzukawa , Aomori Pref ., Japan , VI. 58 ( Holotype );1 早， Towada , Hiraka , 
Aomori Pref .， Honshu , Japan , 3. VI. 196 0 , K . Shimoyama leg . ( Paratype ). 

分布：日本（本州の中部 U 化）. 


Pterostichus (Subg, ?) miri ficus Bates シリトゲナガゴミムシ 

(Fig. 5) 

Pterost ichus miri ficus Bates, 1883, Trans , ent . Soc . London , 1883: 246 ( Aomori ). 
Pterostichus (Lianoe) chujoi anus Jedlicka, X962, Niponius , 1(14): 4, fig. 4 (Aomori Pref .， 
Hiraka - ch ろ). syn. nov. 

中根 (1983) が示唆したとわり， chujoianus (i mirificus じ他ならないことを今回前者の para¬ 
type を検することじよって確認した . Jedlicka (1962 ) は chujoianus の記載じあたって， た 
aizuensis Jedlicka (二 戶 . spiculifer Bates ハラトゲナガゴミムシ）と比較しているろす，これは 
近似種とはいえなぃ . また， C ん 1 い〇 !0 のな S の原記載じは 出 raka-ch ろ， ein Weibchen とあるだけで， 
他の標本【こは触れてぃなぃが，記述じ 1 外じも paratype を指定しているようで，今回橫したそれは 
錐である . ほぼ同時に公刊された彼の東アジアの Pterostichini の総説 （ 1962) には， が夕が ens いと 
ともじ正しく mirificus の雄の腹板末節が國巧されてぃるだけじいささかす思 4 義である . 

検視標本： 1 夕， Takinomata，Aomori Pre し Honshu, Japan, 24, V ， 1952, K, Shimqvama leg. 
(Paratype). 

分布：日本（本州の素化部）， 

Agqnum (NippQnmchus) leucopus ( 日 attp 弓）タンゴヒラタゴミムシ 

(Fig. 9) 


Anchomems leucopus Bates, 1873, Trans , ept . Soc . London , 1873: 279 ( Tango .). 

Agomm (Hikosanoq^cmm) 詳叫す Jppu ち ka, 1962, Nipqn 川弓， 1 ( 巧)； 5, fig • 弓 （ Aq 巧 Qri Pref,, 
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Aoni). 

jEDueKA (1962) 記載の we え a てじついては，すで 【こ Habu(1969) が / ewco か ms のシノ ニムと している. 
A. Twefax の原記載じは， zwei Weibchen とあるが，今回橫することのできた paratype は雑であった. 
檢ネ見標本： 1 夕， Aoni, Aomori, Japan (Paratype). 

々布：日本（北海道，本州，四国，九州），台湾 . 

Agonum ( Agonum) chuji Jedlicka チュウジョウヒラタゴミムシ 

(Fig. 7) 

Agonum chuji Jedlicka , 1955, Acta Ent. Mus. Nat. Prage, 30: 215 (Hokaido). 

Agonum chujoi Jedlicka , 1963, Reichenbachia,1: 307 (emendation for chuji). 

原記載【こは， ein Weibchen in Coll. Chujo とあり，檢視した標本は雌で， TYPUS とが刷さ 
れたホラべルと, Agonum chuji sp . n. と記された Dr. Jedlicka 自筆の赤ラベルカ;'付いているの 
で，これが holotype じ相当するものであろう.ただし，記載には Long. 10mm とあるが検視標 
本は 7.5mm で，本種としてはかなり小型の個体であることが気になる. 

検視標本： 1 早 ， Nishi. 判読不能 .mura, Hokkaido, Japan 24. K 1949 (Type). 

分布：日本（化海道，本州の東 ;| ヒ部 ）. 


Agonum ( Xestagonum) xestus ( Bates ) 、ノ ヤモリヒラタゴミムシ 

(Fig.10) 


Anchomenus (Platynus) xestus Bates , 1883, Trans, ent. Soc. London, 1883: 256 (Nikko). 
Colpodes depressus Jedlicka , 1936, Acta Soc. ent. Csl., 33: 48, 50 (Chuzenji). 

Colpodes edai Jedlicka , 1952, Acta Mus. Silesiae, 2 (A) : 53 (Mt. Norikura). 

Colpodes chuji anus Jedlicka , 1955, Acta Ent. Mus. Nat. Pragae, 30: 215 (Aomori Pref.) 
Colpodes xestoides Nakane , 196 2, Sci. Rep. Kyoto Pref. Univ. (Nat. Sci. & Liv. Sci.), 3 
(4): A204 (Mt. Jonen). 

Colpodes chujoi anus Jedlicka , 1963, Rechenbachia,1: 307 (emendation for chujianus). 
Colpodes chuji Jedlicka (det. Breuning ), in litt. (nom. nud.). 

Colpodes chujoi Jedlicka (nec Jedlicka , 1962), in litt. (nom. nud.). 

ん xestus ( Bates ) は地域変異が多く，それらじついて Jedl ぶ ka (1936,’52, ’55) や Nakane 
(1962) が記載したものは， Habu (1969, 78) がシノニムとして処理している. 

ここでじ I 下に述べる 1 個のタイプ橋本は， Dr . Jedli ろ KA のかかわる中條博±所蔵標本の中で最 
も問題のあるもので，これじついては，すでに Habu (1969) 力;'触れていることではある力;'，いさ 
さか筆者らの見解もそえて改めて紹介してわきたい. 

この標本は雄で， Type と記されたホラべルと， Dr. Jedlicka 自筆の Co か odes c / m 知! • Jed しわ 
よび Dr. Breuning じよる Colpodes chuji Jedl •の 2 枚の同定ラベルと ， 2 枚じ分けて記入された 
産地ラベルが付いている.しかしながら，このタイプ標本は， Habu (1969) 力;'述べているようじ 
C. chujoi Jedlicka , 1962 [ = Agonum speculator ( Harold ) ホソモリヒラタゴミムシ]の原記載 
じはまったく適合せず，これより 7 年前じ記載された C . chujianus Jedlicka , 1955 [ = Agonum 
xestus ( Bates )] のそれじよく合致する. Habu (1969) も chujoi の Type とは思えないと述べても、 
り，筆者らの所見でもこの標本はが 5 ^^ 5 そのものである. c / m 知 Z •の原記載{こは ein Weibchen と 
あるだけでタイプの所在が明らかでなく， chujianus のそれ【こは ein Weibchen in meiner Sam- 
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Fi 。 1.Paratvpe ( 夕 ） of Agonoamara chujoi JedliCka [ = iV か /)07107 leAria cAa/ceo/a (Bates)]. 

Fig. 2. Holotype ( ネ ） of Bembidion {Peryphus) chujoianum Jedlicka [ = Bembidion (Peryph- 
us) cnemidotum Bates]. 

Fig. 3. Holotype ( 早 ） of Pterostichus chujoi Jedlicka in litt. [ = P terostichus (Melanius) 
chujoiellus Jedlicka]. 

Fig. 4. Paratype ( 竿 ） of Pterostichus (Subg. ?) habui Jedlicka [ = Pterostichus (Adelosia) 
thunbergi Morawitz]. 

Fig. 5. Paratype ( ぶ ） of Pterostichus {Lianoe) chujoianus Jedlicka [ = Pterostichus {Suhg. 
?) mirificus Bates]. 

Fig. 6. Paratype ( 夕 ） of Pterostichus hirakai Jedlicka in litt. = Pterostichus (Neoha が ode- 
rus) shimoyami Jedlicka [ = Allotriopus hoplites Bates]. 
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Fig. 7. Type ( 早） of Agonum chuji Jedlicka; 

Fig. 8. Paratype ( 卒） of Colpodes irenae Jedlicka [ = Agonum (Eucolopodes) aurelium chibi 
Habu]. 

Fig. 9. Paratype ( ぶ） of i4gomm(//!7:osa ； ioagomm)7nefax Jedlicka [ = Agonum (Nipponanchus) 
leucopus (Bates)]. 

Fig. 10. Type ( 夕） of Colopodes chujoi Jedlicka (nec Jedlicka, 1962), in litt. [ = Agonum 
(Xestagonum) xestus (Bates)]. 

Fig.11.Paratype ( 夕） of Craspedophorus japonicus Jedlicka [ = Panagaeus japonicus 
Chaudoir]. 

Fig. 12. Paratype ( 早） of Brachynus {Pseudaptinus) japanensis Jedlicka [ = Barachinus 
s え e 內〇 derws Bates]. 

Fig.13 - Paratype ( 罕） of Brachynus (Psedaptinus) chuji Jedlicka [ = Brackinus. stenoderus 
Bates]. 
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mlung とあるので，中條博±所蔵標本は両者いづれかの paratype として後【こ指定されたもの【こ違 
いないが， Dr . Breuning じよる c/m がの同定ラベルと，標本自体から推しての para - 
type であろう.因に，晚年の Dr . Jedl ぶ KA は記載の際またはその前後に種小名をよく変更したよ 
うで，このことはタイプ標本のラベルじもうかがえる力;'，後に混乱を招きやすく，また改名して 
公表された学名は"不当な訂正"として無効となっている. xestus のシノニムで h る chujianus 
も後【こより正しい音訳である c / m 知!‘口の MS と改名されたが，これが命名規約上無効であることは言 
うまでもない.問題の標本は巧め Dr . Breuning じよって chuji ( c/m パ a の ms の誤記または誤解）の 
同定ラベルを付されて後じ Dr . Jedlicka じまわされたようで，かねてより chuji を chujoi じ （ Ago- 
の謂と Brachinus で実巧された）， chujianus を chujoi anus (こ改名する積りでいたことから同定ラ 
ベルの c/mj •【•をもほとんど機械的？じ C ん心〇化改めてしまったのではなかろうか.ネ刀めじ Dr.BRE い 
NING が正しく c/m パ a/ms と記していれば問題は起きなかったであろう. W 上はあくまで推論の域を 
出ないが，ひとつの根拠として， chujoi ( 二 speculator) と chujianus ( = xestus) は , 言うまでもな 
くホ目互{こまったく姿形の異った種であり，持に後者じついて S 度も命名記載した Dr . JedliCka が 
両者を混同誤認したとは考えられないからである.拳者らは，このタイプ標本の実体は C . c / m - 
jianus Jedlicka , 1955の paratype じ相当するものと考える. 

検ネ見標本：1ぶ， Akataki , Yamagita mura , Aomori - Ken , Honshu , Japan , 6. W 1947. ( Type ) 
分布：日本（本州，四国，九州）. 

Agonum ( Eucolpodes) aurelium chibi Habu 千 ビモリヒラタゴミムシ 

( Fig . 8) 

Agonum chibi Habu , 1958, Kontyu , 26: 5, fig .13 ( Mt . Hiko ). 

Agonum aurelium chibi: Habu , 1969, Kontyu , 37: 386, fig . 9. 

Agonum (Platynus) minor: Habu , 1954, Bull . Nati . Inst . Agr . Sci ., ( c ) 4: 337, fig . 2, pi . 1—4. 
Colpodes irenae Jedlicka , 1962, Niponius , 1(15): 7, fig . 6 ( Osaka ). 

Jedlicka (1962) が記載した /renae は，すででじ Habu (1969) が aurelium chibi のシノニムと 
して巧り扱った. 

橫視標本： 1 竿， Towada , Hiraka , Aomori Pref ., Honshu , Japan , 4. YI . 1944, に Shimoyama 
leg . ( Paratype ). 

分布：日本（関東と隣接地域を除く本州，四国，九州）. 


Panagaeus laponicus し haudoir 
( Fig .11) 


ヨツボシゴミムシ 


Panagaeus japonicus Chaudoir, 1961, Bull . Soc . Nat . Moscow , 34: 356 ( Japon ) 
Craspedophorus japonicus Jedlicka, 1962, Niponius ,1(15):1, fig .1( Japan ). Jedlicka 

1965， Annot . zool . bot .. l 2: 3,4, fig . 2 ( Aomori ). 

上記のシノニム関係じついては，すでに Habu (1978) が報告している.じか mz’cws の原記 
載にはタイプの指定がないが， paratypus のラベルをがされた標本を検することができた. 

検ネ見標本： 2タタ， Aoni , Aomori , Japan ( Paratypes ). 

分布：日本（化海道，本州，四国，九州)，中国，東シベリア. 
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Brachinus stenoderus Bates コホソクビゴミムシ 
(Figs. 12,13) 

Brachinus stenoderus Bates, 1873, Trans, ent. Soc. London, 1873: 305 (Nagasaki, Kawachi). 
Brachynus longicornis Motschulsky. 1860, Schrenk’s Reis. Forsch. Amur. 2: 92, pi. 6—13 
(f 1.Amour: Daourie) nec Fabricius. 

Brachynus macrocerus Chaudoir, 1876, Ann. Soc. ent. Belgique,19: 51,(new name for longi- 
icornis). 

Brachynus (Pseudaptinus) chuji Jedlicka, 1955, Acta Ent. Mus. Nat. Pragae, 30: 219 (Honshu, 
Mt. Komochi). 

Brachynus (Pseudaptinus) japanesis Jeducka, 1962, Niponius,1(14): 5, fig. 6.a (Guihma 
Pref., Doai). 

Brachynus (Pseudaptinus) shimoyamai Jedlicka, 1962, Niponius,1(14): 6, fig. 6b (Aomori 
Pref., Kuzukawa.) 

Brachinus osakaensis Nakane, 19b3, Fragm. Coleopt., 6: 25 (Ikeda near Osaka). 

Brachinus incomptus: Yokoyama, 1932, Icon. Ins. Japonic. : 823, fig. 1620. 

Brachynus (Brachynidius) chujoi: Jedlicka, 1963, Ent. Abh., 28: 546, pi. 6—54. 

個体変異の幅が大_きく，その上分布の広い種であることから，多くの シノニムが がられてわ 
り， Habu (1967) 【こよってよく整理されている. Jedlicka (1955, ’62) 記載の種もす でにシノニム 
として処理されている.なわ蛇足ながら， c/m パのタイプ標本じは， Dr. Jedl 巧 KA の同定 ラベルで 
なく， Dr. Breuning の同定 ラベルが がされていることを触れても、きたい. 

檢視標本： 1 竿， Mt. Komochi, Numata, Gumma-ken, Honshu, Japan, 5. 5. 50 (Type of chuji); 
1 早 ， Doai —Gamma(!), Honshu—Japan (Paratype ot japanensis). 

分布：日本（北海道，本州，四国，九州），朝鮮半島，東シベリア. 


Summary 

Through the courtesy of Emeritus Prof. Michio Chujo, we could examine some type-series of 
Carabidae described from Japan by Dr. A. Jedlicka in 1955 and 1962. Their taxonomic status 
are enumarated as mentioned above based on the present knowledge. Following new synonymies 
and nomina nuda are proposed in the present paper. 

Be mb id ion (Peryphus) cnemidolum Bates, 1883 = Bembidion (Peryphus) chujoianum Jedlicka, 
1962, syn. nov. 

Alio trio い IS hopliles Bates, 1883 = Pterostichus (Neohaf)toderus) shimoyamai Jedlicka, 1962, 
syn. nov. = Pterostichus hirakai J 巨 dlicka, in litt., nom. nud. 

Pterostichus (Melanius) chujoiellus Jedlicka, 1962 = Pterostichus chujoi Jedlicka, in litt .， 
nom. nud. 

Pterostichus (Subg. ?) mirificus Bates, 1883 = Pterostichus (Lianoe) chujoianus Jedlicka, 
1962, syn. nov. 

Agonum (Xestagonum) xestus (Bates) = Colpodes chuji Jedlicka : Breuning, in litt., nom. nud. 
= Co 化 odes chujoi Jedlicka (nec Jedlicka, 1962), in litt. ， nom. nud. 

All the type-series of them are iUustrated herewith by photographus. 
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